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都市計画道路見直しの手法

例) 新設型都市計画道路の

一部区間の廃止

例) 拡幅型都市計画道路の

区域の変更

現在の都市計画道路の区域

現況の道路

拡幅のとりやめ（区域の縮小）

新設道路の
取りやめ（廃止）

整備の必要性があると判断した路線 計画を「存続」

それ以外の路線 「廃止」 または 「現道幅員に変更」
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長期未着手の都市計画道路の見直し（素案）全市版

凡 例

新
設

拡
幅

存 続

廃 止

存 続

現道幅員に変更

凡 例

存 続

廃 止

現道幅員に変更

整 備 済

事 業 中

 整備済            事業中        事業未着手 ５５※路線 ８５㎞ 9,800 億円 

                       存続 ４３※路線           見直し ２４※路線 

３２９㎞      ３６㎞            ４９㎞                   ３６㎞ 

         1,100 億円         5,400 億円               4,400 億円 

                （数字は概数で、事業費については国直轄事業を除く） 

※同一路線で存続と見直しを含む場合もあるため、路線数の合計は一致しない。 

 

・整備の必要性がある・整備の必要性がある

→→存続存続 4343路線路線 約約4949㎞㎞

⇒⇒ 概ね概ね3030年程度での年程度での

事業着手をめざす事業着手をめざす

・見直しを行う路線・見直しを行う路線

→→廃止、現道幅員への変更廃止、現道幅員への変更

2424路線路線 約約3636㎞㎞

長期未着手路線長期未着手路線

5555路線路線 約約85km85km



見直しの手順

平成24年6月（戦略会議）
・都市計画道路見直し方針（案）及び見直し（素案）の策定

平成25年春
・都市計画審議会への付議
・都市計画決定

平成24年末
・都市計画案の策定

平成24年10月頃
・市民・区長等の意見を反映した見直し（案）の策定

平成24年7～9月
・パブリックコメント及び説明会の実施

平成25年当初
・都市計画の手続き開始

・市会での議論
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